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　地震は地殻中の差応力を開放する現象とみることが出来るので、地震発生のメカニズムを理解するためには

地殻中の応力の状態を知る必要がある。これまでに発震機構解やサイスミックモーメントテンソルを用いた応

力場推定の研究は数多く行われてきた(e.g., Michael 1984; Horiuchi et al. 1995; Terakawa & Matsu’ura

2008)。しかしながら正確な応力場推定は十分な量の地震データを必要とするので、地震活動の低調な領域の

応力場を正確に推定することは困難である。そこで地震空白域における応力場を知るために重要な要素は非弾

性歪みとなる。これは塑性理論の流れ則に基づいて非弾性歪み変化と偏差応力を関連付けることが出来るから

である(Matsumoto 2016)。従って、偏差応力場を推定するためには測地学的観測から得られる総歪み変化か

ら非弾性歪みソースによるひずみ速度を分離する必要がある。ここで我々はサイスミックモーメントテンソル

と測地データを組み合わせた非弾性歪みの解析による新たな偏差応力場推定を導入する。本研究では、全ひず

み速度場の短波長成分が非弾性変形によるものと仮定して上部地殻内の非弾性ひずみ速度場を推定し、流れ則

から偏差応力場を決定する。この方法を九州西部の天草地震空白域とその周辺に対して適用させた。地震空白

域の非弾性変形は横ずれ、もしくは正断層タイプの変形を示し、そこから推定された偏差応力場は空白域周辺

と同様の傾向を有していることが分かった。さらに推定された偏差応力は地震空白域内でごく稀に発生する地

震の滑りベクトルをよく説明している。これらの結果は地震空白域の成因と周辺の断層への応力集中に関する

重要な情報を提供すると期待される。
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